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ルーム エアコンの低騒音イヒ
Noise Reduction of Domestic Room Air Conditioner
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q 緒 言

生活環境の向上改善の観点から,各種機器,装置の低騒音

化は推進しなければならない問題の一つである｡すなわち,

家庭用ルームエアコンは,夜間も含めて長時間使用されるも

のであり,製作に当たってはその低騒音化は重要な課題であ

る｡

図lは昭和47年度市販の各社のル､ムエアコンの騒音分布

を示したものである｡

セパレート形は室外,室内ユニットを分離構成できるので

寸法的制約が少なく,比較的容易に馬蚤音低減を行なうことが

できた｡しかし,ウインド形に関しては据付上の制約から寸

法を大きくすることができないので,馬責苦を十分に低減でき

なかった｡本稿は,このウインド形ルーム エアコンの低騒音

化について述べるものである｡

呵 騒音低減の目標

目標騒音の決定に当たっては次のことを考癒した｡

室外騒音に関しては,国,各都道府県の規制があるが,そ

のうち｢東京都条命+によれば,住居専用地域において星間

45ホン,夜間40ホン以下に規制されている｡人家が密集して

いる場所ではしゃ音壁を設けることも考えられるが,しゃ普

蟹にしてもあまり大きなものを設置することはできないので,

ル【ム
エアコンの室外部と隣家との有効距離(騒音伝搬距離)

は3mより大きくとれないと考え,室外側の目標騒音は夜間

(冷房静)運転3mの地点で38ホン以下,したがって,1m地

点で45ホン以下とすることにした｡

室内騒音に関しては,夜間休息をとりたいとき静粛である

ことが特に必要となるので,目標騒音は(冷涼静)運転1m

地点で40ホン以下とすることにした｡

(冷房強)においては,従来品より10ホン以上低い値とし毒

外側は3m地点で45ホン以下,室内側は1In地点で45ホン以

下とした｡

これらの騒音低減は,製品の大きさ,すなわちユニットの

間口寸法を大きくせず,かつ冷房能力及び風量を減らさずに

達成することにした｡

8 ルーム エアコンの騒音発生源

ル‾ム
エアコンはj令媒ガスを圧縮する圧縮機,圧縮された

高塩高圧の冷媒の熱を外部に放出する凝縮器及び凝縮器冷却

用室外フアン,室内の空気を冷却する蒸発器,冷却された空
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気を室内に送出する室内フアンより構成されている｡

室外側の騒音は室外フアンと圧縮機に起因するものであり,

室内例の騒音は室内フアンに起因するものである｡

フアンの騒音は空気を加速するときに羽根の同国に生ずる

渦などの空気の乱れによって生ずるものであり,風量風圧を

大きくすれば騒音も増大してくる｡

圧縮機の騒音発生源には電動機の騒音,軸受その他摺動部

の騒音,弁の騒音などが考えられる｡その他圧縮機によって

圧縮された高圧冷媒ガスの圧力が脈動することにより,配管,

凝縮器などが振動し騒音が発生する｡
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図l ルーム エアコンの騒音 昭和4了年度市販の各社ルーム エアコン

の馬毒舌分布を示Lた｡

Fig.1Noise of Room Air Conditioner
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巴 騒音低減方法

4.1 室外ファンの騒音低減

ファヤク騒音は･10g(風量)×(風圧)2に比例する｡風量
を少なく して馬叢書を低く しようとすると熱交模一器を大きくせ

ねばならず,設定条件としては風量を減さらないことにした｡

風圧は熱交換器自体の空気i充れに対する抵抗と,空気通路の

各部の空気の乱れによる抵抗である｡空気の乱れの最も大き

いものは,フアンから出た旋回i充の気i充が熱交換器に斜めに

衝突することによるものである｡これをi成らす方法として,

日立セパレート形ルーム エアコンの室外ユニット(図2)に

採用している【吸気冷却方式を採用することにした｡しかし,

吸気冷却方式を使用しても通風抵抗を皆無にすることはでき

ない｡その通風抵抗と所要風量のもとで目標の騒音を満足す

るフアンの寸法を求めると,

シロッコ フアン : 240¢

プロペラ フアン : 315¢

となる｡プロペラ フアンは従来のものより25mIⅥ大きく,また,

フロベラファン

凝縮器

図2 日立セパレート形ルーム エアコンの室外ユニット
フアンの吸込み通路に凝縮器がある｡

Fig.2 0utdoor Unit of Sp=t Type Room Air Conditioner
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図3 ダブル デイスチャージ式ケーシング 空気吹出しを2個所に

して′ シロッコ フアンのケーシングを小形にLた構造を示す｡

Fig.3 Doub18 Discha｢ge Method with a Si｢occo Fan

シロッコ フアンはケーシングの高さが420mmとなり,いずれも

ユニットの間口寸法に収納できない｡H標性能を得るために

はフアンの寸法を変えるわけにはゆかないので,シロッコ フ

アンを用いてそのケーシングを小さ くすることにした｡その

ために,図3に示すように吹き出し口を2個所にしたダブル

デイスチャージ式ケーシングを考案し,ケーシングの寸法を小

さくしてユニットの間口寸法に収納可能にした｡図4はこの

製品構造であり,室外空気は凝縮器を吸気冷却方式で通りユ

ニットの左右両側面から出てゆく｡

4.2 室内ファンの馬蚤書低i成

室内フアンには従来もシロッコ フアンを使用しているが,

所要風量のもとで目標騒音を満足するためには,所要風圧を

低下させなければならない｡改良方法として,通風抵抗を減

少させることを検討した｡従来のウインド形ルーム エアコン

は,空気を前方から吸い込んでフアンの上方から前方に吹き

出す構造になっている｡ウインド形ルーム エアコンは間口寸

法が幅に比較して高さが小さいので,非常に狭い個所で気流

を90度曲げて吹き出す必要があるため通風抵抗が大きかった｡

器縮凝

ツコ ファン

匡14 室外側の構造 シロッコ フアンの吸込み通路に凝縮器があり,空

気は,2方向へ吹き出す構造を持っている｡

Fig.4 0utdoor Side Structure

シロッコ ファン

吹出Lグリル

吸込みグリル

蒸発器

ビネット

図5 室内側の構造 シロッコ フアンの吸込み口に蒸発器をおき,前面

右万から入った空気は前面左方から出る構造である｡

Fig.5 Room Side St｢UCtUre
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そこで,空気の流れを前方から吸い込んで,フアンの横か

ら前方に吹き出す構造に改良した｡これにより,通風抵抗は

改良前の40%に減少することができた｡この場合,目標馬蚤音

を満足するフアン寸法は220¢になるが,このような構造にす

るとユニット高さいっぱいにケーシングを利用できるように

なるので,直径220¢の大きなフアンを使用することが可能と

なった｡図5はこの製品構造を示すものであり,室内空気は

向かって右半分から入って蒸発器を通r),冷却されて左半分

から前方に吹き出されてゆく｡

4.3 圧縮機のしゃ音

圧縮機の騒音が外部に出ないようにするためには,しゃ苦

を行なえばよい｡図6はその製品構造を示すもので,室外シ

ロッコ
フアンと室内シロッコ フアンの空気案内壁をしゃ書

壁に兼用し,上面にしゃ音壁を追加し,それらの表面に吸音

材を]妾著したものである｡

しかしながら,圧縮機をしゃ苦すると,圧縮機の電動機か

ら発生する熟を放熱することができなくなり,圧縮機の軸受

上面 しゃ音壁叩′山人心､､仙丸

/′

/ブニ

室外ファンの

空気案内壁

兼Lや書壁

キャビネット

室内ファンの空気案内壁

兼Lや書壁

図6 圧縮機のLやへい構造 圧縮機は,室外フアンの空気案内壁

兼しゃ音壁,室内フアンの空気案内壁兼しゃ音壁,上面Lや音壁及び側面をキ

ャビネットによりLやへいLてある｡

Fi9･6 Cove｢lng St｢ucture of Compressor

図了 日立低等量音ウインド形ルーム エアコン

Figt7 HitachiLow-=Oise Wi=dow Type Room Air Conditioner
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図8 騒音イ象減効果 低騒吾化を図った2′240kcal/hウインド形ルーム

エアコンの質量音レベルを低減前と比車交Lて示Lた｡

Fig.8 Effeot of Noise Reduction

や電動機の温度が許容限界を超えるようになる｡そこで圧縮

機の放熱を行なわせるために,室外側シロッコ フアンの背面

に小さなシロッコ フアンを設け,圧縮機の周囲の高i且空気を

強制的に排出するようにした｡

4.4 圧縮機吐出し冷媒圧力脈動の低減

圧縮機の吐出し管内の圧力脈動を低減する方法として,機

構的に簡単で効果の大きいのは,空胴形消音器を吐出し管の

中間に設ける方法である｡ここでは,内径36mm(拡張比4),

長さ130mmのパイプ消音器を設けることにより,低い周波数

域の騒音を10ホン低減することができた｡

b 騒音低減効果

以上,述べた各種の改良点を取り入れたウインド形ルーム

エアコン(図7)の騒音を改良前と比較して示したのが図8

である｡室外側,室内側いずれも8ホン以上低減し,室外側

(冷房静)運転1mの地点で43ホン,3mの地点で34ホン,

室内側(冷房静)運転1m前方で39ホンという低騒音ウイン

ド形ルーム エアコンを開発することができた｡

田 結 言

以上,家庭用ルーム エアコンの騒音源と,その騒音を低減

する方法について,日立製作申で開発し一た低騒音ウインド形
ルーム エアコンを例にとって述べた｡

ここで開発した各種の構造は,従来にない新しい方式であ

り,現在特許出願中である｡

なお,これらの成果は48年度市販の1,800kcal/h,2,240

kcal/hクラスの主力8機種に採用され,超静粛冷房ができる

日立ルーム エアコンとして好評を博している｡




